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研究要旨 

 第７次改定作業において，使用した資料と数値策定において，検討した事項を整理した． 
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パントテン酸 

(1) 基本事項 

1. パントテン酸の消化吸収・代謝・排泄に

ついて 

パントテン酸の生理機能は coenzyme A (CoA) 

やアシルキャリアプロテイン (ACP) の補欠

分子族である 4'-ホスホパンテテイン 

(4'-phospho-pantetheine) の構成成分とし

て，脂質の代謝を中心に機能することであり，

糖および脂質エネルギー代謝との関わりが

深い． 

パントテン酸は多くの食品中に広く含ま

れているため一般に欠乏症は殆ど存在して

いないと考えられているが，潜在的欠乏につ

いては明らかではない． 

1-1 消化・吸収 

食事中に含まれる CoA は小腸でデホスホ 

CoA やホスホパンテテイン，パンテテインに

加水分解され，最終的にパントテン酸へ分解

される 1)．腸管から吸収される際，パンテテ

インがさらにパントテン酸へ加水分解され

る 1)．低濃度域においては小腸膜から，飽和

性を示すナトリウム依存性の特異的な輸送

システムにより吸収され（パントテン酸とナ

トリウムの比が 1 : 1 で取り込まれる特異的

なタイプの能動輸送過程），高濃度域におい

ては受動輸送により吸収される 2)． 

遊離パントテン酸はリン酸化されパンテ

テインの形で各組織へ運ばれると考えられ

る． 

脳，脂肪組織，腎臓細胞においては「促進

的拡散」により取り込まれ，直ちにリン酸化

される． 

1-2 代謝 

CoA はパントテン酸キナーゼによりパント

テン酸から合成され，この反応は CoA やアシ

ル CoA などの最終産物により制御される． 

アセチル CoAやスクシニル CoAはクエン酸

回路や脂肪酸合成，膜リン脂質，アミノ酸，

ステロイドホルモン，ビタミン A，D，ポルフ

ィリン環，コリン環，神経伝達物質合成にお

いて重要な役割を担っている． 

1-2-1 補酵素への生合成経路 

すべての組織では，パントテン酸から CoA

の生合成経路をもっていると考えられてい

る．少なくとも，ラット肝臓は CoA 生合成に

必要なすべての酵素活性が検出されている． 

この生合成経路の律速反応は，パントテン

酸キナーゼである 3)．この反応は CoA，アセ

チル CoA，マロニル CoA，プロピオニル CoA

で強く阻害され，長鎖のアシル CoA より弱い

阻害を受ける 4)．また，体内での CoA 生合成

はパントテン酸摂取量には影響されないこ

とが報告されている 5)． 

1-2-2 異化代謝経路 

 代謝面で活性のある CoA 及び ACP は，パン

トテン酸やその他の代謝物に分解される．原

則的には生合成経路の逆経路をたどってパ

ントテン酸となる経路が主である．尿中には

遊離型のパントテン酸が排泄されている．ヒ

トやラットにはパントテン酸の異化代謝経

路は知られていない． 

1-2-3 補酵素作用 

生体内代謝での CoA や ACP の役割は，酸化

還元反応，転移反応，加水分解反応，分解反

応，異性化反応，合成反応など，ほとんどす

べてのタイプの反応に関与し，140 種類以上

の酵素の補酵素として機能している．最も重

要なアシル誘導体は，アセチル-CoA で，糖，

脂肪酸，アミノ酸の分解代謝で得られる C-2

ユニットは，アセチル-CoA の形でプールされ，

糖代謝では解糖反応の最終産物であるピル

ビン酸をアセチル-CoAの形でTCAサイクルへ

導入する反応に，また脂肪酸代謝では，β-

酸化反応などがこれに相当する．このように

してプールされたアセチル-CoA は，再度代謝

されて体内の構成成分へと変換されたり，エ

ネルギー代謝に利用される．例えば，脂肪酸

の合成反応，不飽和化反応，分岐鎖アミノ酸

の代謝，TCA サイクルにおけるα-ケトグルタ

ル酸の酸化反応などがこれに相当する．さら

に，生理活性ペプチドの生合成において 4'-

ホスホパンテテインを補欠分子族とする酵

素が数種類知られている． 

1-2-4 補酵素作用以外の作用 

1) タンパク質のアシル化反応 

アセチル-CoA は，タンパク質の N末端や内

部（とくにリジンの ε-アミノ基のアセチル
化）をアセチル化し，タンパク質の構造や機

能を修飾している．このようにアセチル化さ

れたタンパク質は，ヒストンやα-チューブ

リンなどのタンパク質の構造，および安定性

に影響を及ぼしている． 

一方，アシル-CoA の形でもタンパク質を修

飾する．ミリスチン酸は N末端にアミド結合

する．パルミチン酸はセリンとエステル結合

する． 

エールリッヒ腹水がん細胞の 80%の可溶性

タンパク質の N末端は，アセチル化されてい

る．この反応は翻訳過程と共役して起きてい

るものと考えられている．アセチル化された

タンパク質は，ユビキチン依存性のタンパク
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質分解に対して，特異的な抵抗を示すことが

知られている． 

2) 低分子物質のアセチル化反応 

 アセチル化が起こる場合，アセチル-CoA の

カルボキシル側に起こる場合（アセチルコリ

ン，アルファニルアミドのアセチル化，アミ

ノ酸のアセチル化）とメチル基側（オキザロ

酢酸との縮合で，クエン酸が 生成する反応）

に起こる場合がある． 

1-3 尿中への排泄 

CoA は多くの反応を経て加水分解される．

パントテン酸は尿中にそのままの遊離の形

で 排 泄 さ れ る た め ， Lactobaccilus 
plantarumn を用いた微生物定量法やラジオ
イムノアッセイ法により直接測定すること

が可能である． 

(2) 策定に使用した基本的な数値 

1. 母乳中のパントテン酸含量 

 第六次改定日本人の栄養所要量－

食事摂取基準－では，「母乳のパントテン酸

量は，0.14～0.67mg/100ml とばらついている

が，英国の場合は 0.22～0.27mg/100ml，日本

での成乳のパントテン酸量は 0.21～

0.35mg/100ml である．そこで，母乳のパント

テン酸量を 0.24mg/100ml とした」という記

載がある 6)． 

 米国・カナダの栄養所要量では，成

乳のパントテン酸含量は 0.22mg/100ml の値

が採用されている 7)． 

 Johnson ら(1981)8) の論文より 

 22 人の授乳婦（米国人，出産後 1～6ヶ月）

の1日のパントテン酸摂取量を調査した結果

を表 1に示した．なお，摂取量の計算は食品

成分表を用いて行った．母乳中パントテン酸

含量 Lactobacillus  plantarum ATCC 8014
で定量した．定量用試料の調製方法は，母乳

を小腸ホスファターゼと鳩肝アミダーゼで

処理する二重酵素処理方法を用いている．こ

れは，我々が用いている方法と同じである． 

母乳中の総パントテン酸含量を表2に示した． 

 井戸田ら(1996) 9)の報告より 
人乳中パントテン酸含量は初乳から成乳に

なるに従い減少する傾向がみられた（表 3参

照）．パントテン酸含量は，分娩後 3~5 日の

初乳 0.36 mg/100 ml (夏期)，0.40 mg/100 ml 

(冬期) から分娩後 241~481 日の成乳 0.25 

mg/100 ml（夏期，冬期共）まで減少した． 

 柴田らの人乳中パントテン酸測定結果 
我々が測定した値の平均値は，0.52 mg/100ml

である．この数値は，第六次で採用された値

の 2倍である．人乳中のパントテン酸は遊離

パントテン酸が約 7割，結合型パントテン酸

が約 3割であった． 

 Song ら(1984)10) の報告より 
Song らは，米国白人女性 22 名，年齢 20~39 

歳．分娩後 1～6 ヵ月．食事からのパントテ

ン酸摂取量平均 7.6 mg/day．母乳中結合型

パントテン酸処理方法には double-enzyme 

method，柴田らと同様の方法を使用（ハト肝

アミダーゼ，子牛小腸フォスファターゼ）．

母乳中パントテン酸含量は平均 0.67 

mg/100ml．母乳中パントテン酸含量と摂取量

には正の相関があることが分かる（図 1）． 

 母乳中パントテン酸含量まとめ 
 表 4にこれまで報告されている母乳中の総

パントテン酸含量をまとめた．結合型パント

テン酸処理法の違いにより異なる測定結果

が出ていると考えられる． 

 母乳に小腸のホスファターゼと鳩肝アミ

ダーゼ処理をすると，母乳中のパントテン酸

含量は，他の方法で処理したものより，高い

値となる．これは，ホスファターゼとアミダ

ーゼ処理により，より完全に結合型のパント

テン酸が遊離型のパントテン酸となったも

のと推察される．ちなみに，ハト肝臓アミダ

ーゼにはパントテン酸が含まれており実験

の際にイオン交換樹脂を用いた除去操作が

必要であるが，ジアスターゼとパパインを用

いる方法はこの操作が必要ではなく簡便で

結合型パントテン酸含量が低いサンプルに

対しては有効な方法であるとされる．結合型

パントテン酸処理方法については処理方法

の違いにより数値がどの程度異なるのか検

討する必要がある． 

 日本食品成分表に記載されているパント

テン酸の測定にはホスファターゼとアミダ

ーゼ処理法が採用されており，食事摂取基準

値を実際に使う現場では成分表を使用する

ことから，母乳中パントテン酸濃度 0.50 

mg/100ml を採用した． 

2. パントテン酸 AI に関する実験データ 

 表 5にパントテン酸摂取量と尿中排泄量を

調べた報告をまとめた． 

3. UL 設定に関するデータ 

 過去にパントテン酸の過剰毒性，副作用は

認められていない．従って第７次においてパ

ントテン酸の UL は設定しなかった． 

3-1. パントテン酸のULを求めるための基礎

実験 

 パントテン酸の UL を設定するために，柴

田らは現在ラットにおける実験を行ってい

る．３週齢 Wistar 系ラットにパントテン酸
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カルシウム添加カゼイン食（対照群，1, 3 %

添加群）を与え 28 日間 飼育したところ，3 % 

パントテン酸カルシウム添加食群において

成長阻害が認められた．またパントテン酸カ

ルシウム 1 %添加食群では対照群と比較し差

は認められなかった（図 2）． 

 この結果から 1 %添加群を NOAEL，3 %添加

群を LOAEL とみなし，7 週齢ラット体重約 

150 g，食事摂取量約 15 g として計算する

とラットにおけるパントテン酸カルシウム

の UL は 1,000 (mg/kg of body weight/day)

となる． 

生物種差(÷10)，個人差(÷10)，実験期間

が短いこと(÷10)を考慮すると，ヒトにおけ

るパントテン酸カルシウムのULは1 mg/kg of 

body weight/day 程度と推定された． 

4. 生物有効性（生体利用率） 

 動物，植物性食品中のパントテン酸の形態

は遊離型のパントテン酸よりも結合型の方

が多い．従って，食事として摂取するパント

テン酸は，主として CoA やパンテテイン誘導

体の形が多い．腸管から吸収される際には，

小腸内の酵素によってパンテテイン若しく

はパントテン酸に加水分解後，吸収され，血

液中では結合型として存在する． 

パントテン酸の生物有効性に関する報告は

少ない．Tarr11) らは，合成品のパントテン

酸を摂取させた時の尿中パントテン酸排泄

量と米国で通常食されている食事由来のパ

ントテン酸を摂取させた時の尿中排泄量の

比較から，食事中のパントテン酸の有効性は

40～61%（平均値は 50%）であると報告してい

る．合成品のパントテン酸の生物有効性は

100 %と考えられている． 

食品中パントテン酸の生物有効性に関する

データは十分にないこと，パントテン酸の食

事摂取基準は AI で設定されることから，第

７次改定では生物有効性（生体利用率）は考

慮しなかった． 

5.  DRI 策定数値の計算方法 

 表 6 に AI の算定方法を示した． 

＊成長期，特に乳児期のパントテン酸必要量

が高いのは，CoA が脂肪代謝と深い関わりが

ある可能性がある．例えば，男子の年齢別の

脂質所要量は，表 7の様になっており，幼児

期の脂質エネルギー比は高い． 

馬杉 12) によれば，全血中の総パントテン

酸濃度は新生児が最も高く，成人になるにつ

れて漸減していくことが報告されている．従

って，乳児のパントテン酸必要量は，脂肪の

摂取量との関係を調べる必要がある．表 8に

パントテン酸の DRI をおさめるために，種々

の方法で計算した値をまとめた． 
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図 1． パントテン酸摂取量と母乳中パントテン酸含量との相関関係 (Ｙ=4.836 + 0.247 X, r 

=0.51) 
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図 2．飼料中のパントテン酸摂取量が幼若ラットの体重増加量と飼料摂取量に及ぼす影響． 

3 週齢の雄 Wistar 系ラットにパントテン酸欠 20%カゼイン食を基本とした飼料にパント

テン酸カルシウムを全く加えない飼料（0%），0.0016%加えた飼料（対照群），1%あるい

は 3%加えた飼料を自由に摂取させた． 
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表 1．授乳婦の総パントテン酸 (PaA) 摂取量 8) 

出産後の月数 授乳婦の数 
食事由来の総 PaA 摂取

量（mg/d） 

1 10 5.9 

2 12 5.9 

3 15 5.6 

4 13 5.7 

5 12 5.4 

6 9 6.3 

平均値  5.8 

 
表 2．母乳中の総パントテン酸含量 8) 

出産後の月数 1 2 3 4 5 6 平均値

サンプル数 13 14 16 14 12 11  

総パントテン酸含量

（mg/100 ml） 
0.71 0.76 0.66 0.68 0.61 0.58 0.67 

 

 

表 3．母乳中の総パントテン酸含量の季節変動 9) 

 採取時期 サンプル数

人乳中総パント

テン酸含量 

(mg/100 ml) 

遊離パントテン

酸含量  

(mg/100 ml) 

結合型パントテン

酸含量 

(mg/100 ml) 

21～89 日乳 夏 n= 22 0.59±0.13 0.38±0.16 0.21±0.09 

21～89 日乳 冬 n= 21 0.56±0.16 0.43±0.16 0.13±0.10 

90～179 日

乳 
夏 n= 18 0.44±0.10 0.38±0.10 0.07±0.08 

90～179 日

乳 
冬 n= 16 0.50±0.14 0.37±0.08 0.14±0.16 

[Data= mean±SD] 
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表 4．母乳中のパントテン酸含量 

 
パントテン酸含量

（mg/100ml） 
結合型処理方法 摂取量 備考 

井戸田ら 9)，1991 
0.21～0.40 

ジアスターゼ・ 

パパイン法 
- 日本人 (n=2,279)，

3~482 days 

五訂日本食品成分

表 (2000) 
0.50 

アミダーゼ・ 

ホスファターゼ法 
- 日本人，成熟乳 

水溶性ビタミン班 
0.52 

アミダーゼ・ 

ホスファターゼ法 
- 日本人(n =77)，成

熟乳 

Picciano6), 1995 

(USA DRIs 採用値) 0.22～0.25 
ジアスターゼ・ 

パパイン法 
- 米国，英国人． 

Johnson ら 8)，1981
0.67 

アミダーゼ・ 

ホスファターゼ法 
- 米国人 (n= 80) 

Song ら 10)，1984 
0.67 

アミダーゼ・ 

ホスファターゼ法 - 
米国人 (n= 22)，初

乳 
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表 5 パントテン酸摂取量と尿中排泄量 

 文献 パントテン酸摂取量など 尿中排泄量 

河合弘太郎
13) (1957) 

日本人，パントテン酸摂取量，

性別不明． 

4 ヵ月児：1.87 mg/d (n=1) 

11 ヵ月児：2.68 mg/d (n=3) 

1～2 歳：1.87 mg/d (n=6) 

3～5 歳：3.03 mg/d (n=8) 

6～7 歳：3.86 mg/d (n=5) 

8～9 歳：2.96 mg/d (n=4) 

10～11 歳：5.52 mg/d (n=4) 

12～14 歳：2.77 mg/d (n=1) 

15～17 歳：3.65 mg/d (n=1) 

18～30 歳：4.43 mg/d (n=7) 

馬杉矣三 12) 

(1972) 

日本人，パントテン酸摂取量，

性別不明． 

4～6 歳：1.86 mg/d (n=7) 

6～8 歳：1.95 mg/d (n=5) 

8～10 歳：2.14 mg/d (n=7) 

10～12 歳：3.02 mg/d (n=14) 

12～14 歳：2.02 mg/d (n=18) 

14～16 歳：2.76 mg/d (n=9) 

Schmidt ら
14) (1951) 

デンマーク人 2～14 歳 (n=17)，

日常食 

2.5mg/d (=11.4 μmol/d) 

米国人少女，7～9歳（n=11）： 

摂取量：4.49±0.76 mg/d 

2.85±0.60 mg/d 

摂取量の 63%が排泄 

Pace ら 15)  

（1961） 

米国人少女，7～9歳（n=12）： 

摂取量：5.00±0.82 mg/d 

1.71±0.57 mg/d 

摂取量の 34% が排泄 

青年 

Eissenstat 

ら 16) (1986)

米国男性 14～19 歳，平均

16.1±1.7 歳： 

4.1±1.2 mg/d (2.3±0.4 mg 

/1000 kcal) 

米国女性 13～17 歳，平均

15.2±1.3 歳： 

6.3±2.1 mg/d, 2.2±0.4 mg 

/1000kcal 

男性：1.7±0.7 mmol/mol cre. 

n=25 

 

女性：2.4±1.0 mmol/mol cre. 

n=32 

 

Kimura ら 17)

(2003) 

日本人女性，20.9±2.1 歳，食事

調査 

PaA の摂取量： 4.6±1.4 mg/d 

 

Hatano18) 

(1962) 

日本人男女，摂取量不明． 日本人成人尿： 

男性 (17-50 歳，平均 30.1 

歳)，n=15 

3.34 mg/d 

女性 (15-50 歳，平均 26.3 

歳) ，n=15 

3.12 mg/d 

成人 

小柳達夫 19) 

(1969) 

寮の学生，日常食，2.5-2.6 mg/d 

(11.4-12.4 μmol/day) のパント

テン酸摂取量 

平均で 2.3 mg/d (10.5 μmol/d)

平均尿中排泄量：約 90% 



 

 207

 寮の学生，日常食，2.5-2.6 mg/d 

(11.4-12.4 μmol/d) +10mg (45.7 

μmol/d)のパントテン酸摂取量 

(総計，12.5~12.6mg =57.1~57.5 

μmol) 

平均で 6.3mg/d (28.8 μmol/d) 

平均尿中排泄量：約 50% 

Denko ら 20) 

(1947) 

米国男性 n=7，平均 4.7 mg 

(21.46 μmol/d) のパントテン酸

摂取量 

 

2.7-3.5 mg/day, 平均 3.4mg 

(12.8-16.0 μmol/d, 平均 15.5 

μmol/d 

平均尿中排泄量：約 70% 

Fitzpatrick

ら 21) 

(1950) 

英国，n=37，日常食 2.5-9.6mg/d (11.41-43.83 

μmol/d) 

Schmidt ら
22) (1951) 

デンマーク人 16～45 歳，n= 56，

日常食 

成人 2.7mg/d (=12.33 μmol/d) 

Fox ら 23)

（1961） 

米国人女性 18～24 歳 (n= 8) 

6.7±2.1 mg/d（30.6 μmol/d）

のパントテン酸摂取量（自由摂

取時） 

3.9±1.5mg/d (n=8), 17.8 

μmol/d 

平均尿中排泄量：約 58% 

柴田らの実

験-1 

2002 年 3 月

実施 (参考

値) 

日本人女性，20 歳前後（5mg 投

与） 

一定の食事で管理下での実験 

18 μmol/d (4 mg/d) 

1.8 mmol/mol creatinine 

 

柴田らの実

験-2 

2002 年 9 月

実施 (参考

値) 

日本人男性，20 歳前後（5mg 投

与） 

一定の食事で管理下での実験 

10 μmol/d (2.2mg/d) 

0.7 mmol/mol creatinine 

Srinivasan 

ら 24) (1981)  

米国人男女（平均年齢 65 歳） 

：5.9±0.3 mg /d (n=48)． 

2.0±0.2 mmol/mol クレアチニン

Wlah ら 25) 

(1981) 

米国ユタ州老人ホームの食事中

平均パントテン酸含量：3.8 mg/d

 

高齢

者 

Schmidt 22) 

(1951) 

デンマーク人，51～82 歳 (n=23) 

日常食 

老人 2.3mg/d (=10.5 μmol/d) 

妊

婦・授

乳婦 

Song ら 26) 

(1985)  

米国人女性 

妊婦: 5.3±1.7 mg/d (n=26) 

授 乳 婦 : 8.90±11.66 mg/d 

(n=46) 

普通女性: 4.8±1.6 mg/d (n=47)

妊婦: 2.64±0.14 mg/d 

授乳婦: 4.68±1.97 mg/d 

普通女性: 2.59±0.17 mg/d 
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表 6． パントテン酸 AI 算出方法まとめ 

年

齢 

AI 

(mg/day) 

計算式 その他 

乳

児 

 

(0

～5

ヶ

月) 

3.9 

(= 17.8 

μmol/day) 

 

泌乳量より

算出した値

を使用． 

1) 人乳中パントテン酸量と泌乳量か

ら算出： 

AI0~5(月)= 5.0
*1 (mg/L) x 0.78 (L/day) 

= 3.9 mg/day 

・泌乳量は 780 ml/day とした． 

 

2) 成人体位基準値から算出： 

・成人体位基準値（18～29 歳男女平均）

から： 

 5 x (6.4*2/58.0*5)0.75 x (1 + 0.3)*4= 

1.2 mg/day 

・成人男性体位基準値（18～29 歳）か

ら： 

 5 x (6.4/64.7*5)0.75 x (1 + 0.3)= 1.1 

mg/day 

・成人女性体位基準値（18～29 歳）か

ら： 

 5 x (6.4/51.2*6)0.75 x (1 + 0.3)= 1.4 

mg/day 

*1人乳中のパントテン酸含量 0.50 

(mg/100ml)を使用．この値は，第

六次の値 1.8mg の約 2倍となる．

 

・日本人人乳中パントテン酸含

量， 

 0.21～0.35 mg/100ml（井戸田

ら） 

・柴田ら，日本人人乳中のパント

テン酸量（n= 78）：0.52 (mg/100ml)

＊ 

＊結合型パントテン酸処理方法が

井戸田ら 9)と異なる． 

 
*2 0～5 ヵ月児の体位基準値 
*5成人体位基準値(18~29 歳男女平

均) 
*4 Growth factor  
*5 男性体位基準値(18～29 歳) 
*6 女性体位基準値（18～29 歳） 

乳

児 

(6

～

11

ヶ

月

児) 

4.0 

(= 18.2 

μmol/day) 

 

1) AI0~5(月) から算出： 

AI6~11( 月 ) = 3.9 mg/day x (8.5
*7

/6.4)0.75= 4.9 mg/day 

 

2) 成人体位基準値から算出： 

・成人体位基準値（18～29 歳男女平均）

から： 

 5 x (8.5/58.0)0.75 x (1 + 0.3) = 1.5

mg/day 

・成人男性体位基準値（18～29 歳）か

ら： 

 5 x (8.5/64.7)0.75 x (1 + 0.3)= 1.4 

mg/day 

・成人女性体位基準値（18～29 歳）か

ら： 

 5 x (8.5/51.2)0.75 x (1 + 0.3)= 1.7 

mg/day 

 

引用可能なデータ，報告なし 

 
*7 6～11 ヵ月児の体位基準値 

1～

2 

歳 

4.0 

(= 18.2 

μmol/day) 

 

 

1) AI0~5(月) から算出： 

AI1～2 = 3.9 mg/day x (11.5
*9/6.4)0.75 

= 6.2 mg/day 
 

2) 成人体位基準値から算出： 

・成人体位基準値（18～29 歳男女平均）

から： 

5 x (11.5/58.0)0.75 x (1 + 0.3)= 1.9

mg/day 

・成人男性体位基準値（18～29 歳）か

ら： 

 

参考）国民栄養調査結果より，パ

ントテン酸摂取量は，1~6 歳，男

児：4.54 (mg/day)，女児：4.19

(mg/day)． 

 
* 1～2 歳児の体位基準値 
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5 x (11.5/64.7)0.75 x (1 + 0.3)= 1.8 

mg/day 

・成人女性体位基準値（18～29 歳）か

ら： 

5 x (11.5/51.2)0.75 x (1 + 0.3)= 2.1 

mg/day 

 

3～

5 

歳 

4.0 

(= 18.2 

μmol/day) 

1) AI0～5(月) から算出： 

AI3~5 = 3.9 mg/day x (16.4
*10/6.4)0.75 

= 8.4 mg/day 

 

2) 成人体位基準値から算出： 

・成人体位基準値（18～29 歳男女平均）

から： 

5 x (16.4/58.0)0.75 x (1 + 0.3)= 2.5

mg/day 

・成人男性体位基準値（18～29 歳）か

ら： 

5 x (16.4/64.7)0.75 x (1 + 0.3) = 2.3 

mg/day 

・成人女性体位基準値（18～29 歳）か

ら： 

5 x (16.4/51.2)0.75 x (1 + 0.3) = 2.8 

mg/day 
*10 3～5 歳児の体位基準値 

・Kerry ら 27) (1968)；3.5～5.5

歳の米国ネブラスカ州の子供．裕

福な家庭の子供（n=20）のパント

テン酸摂取量は 3.4±2.1 mg/day，

貧困な家庭の子供（n=20）のパン

トテン酸摂取量は 1.7±1.2 

mg/day． 

 

 

・参考）国民栄養調査結果より，

パントテン酸摂取量は，1~6 歳，

男児：4.54 (mg/day)，女児：4.19

(mg/day)． 

6～

7 

歳 

4.0 

(= 18.2 

μmol/day) 

1) AI0～5(月) から算出： 

AI3～5 = 3.9 mg/day x (20.4
*11/6.4)0.75 

= 9.9 mg/day 

 

2) 成人体位基準値から算出： 

・成人体位基準値（18～29 歳男女平均）

から： 

5 x(20.4*11/58.0)0.75 x(1 + 0.15)= 2.6

mg/day 

・成人男性体位基準値（18～29 歳）か

ら： 

5 x (20.5/64.7)0.75 x (1 + 0.15)= 2.4 

mg/day 

・成人女性体位基準値（18～29 歳）か

ら： 

5 x (20.2/51.2)0.75 x (1 + 0.15)= 2.9 

mg/day 

*11 6～7 歳児の体位基準値 

・Pace ら 15) (1961)， 

米国人少女 7～9 歳のパントテン

酸摂取量（微生物定量法にて測

定： 

1954 実施 (n=11): 4.5 mg/day

1956 実施 (n=12)：5.0 mg/day

1958 実施（n=12）：2.8 mg/day

 

・参考）国民栄養調査結果より，

パントテン酸摂取量は，1~6 歳，

男児：4.54 (mg/day)，女児：4.19

(mg/day)． 

8～

9 

歳 

4.0 

(= 18.2 

μmol/day) 

1) AI0～5(月) から算出： 

AI3～5 = 3.9 mg/day x (29.2
*12/6.4)0.75 

= 12.9 mg/day 

2) 成人体位基準値から算出： 

・成人体位基準値（18～29 歳男女平均）

から： 

5 x (29.2*12/58.0)0.75 x (1 + 0.15) = 

3.4 mg/day 

・成人男性体位基準値（18～29 歳）か

 

上記 Pace ら 15)の報告を参照． 
*12 8～9 歳児の体位基準値 

 

・参考）国民栄養調査結果より，

パントテン酸摂取量は，7～14 歳，

男児：6.93 (mg/day)，女児：5.99

(mg/day)． 
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ら： 

5 x (29.6/64.7)0.75 x (1 + 0.15) = 3.2 

mg/day 

・成人女性体位基準値（18～29 歳）か

ら： 

5 x (28.9/51.2)0.75 x (1 + 0.15) = 3.7 

mg/day 

10

～

11 

歳 

4.0 

(= 18.2 

μmol/day) 

 

成人の値

を平滑化 

1) AI0～5(月) から算出： 

AI3～5 = 3.9 mg/day x (40.5/6.4)
0.75 = 

16.3 mg/day 

2) 成人体位基準値から算出： 

・成人体位基準値（18～29 歳男女平均）

から： 

5 x (40.5*13/58.0)0.75 x (1 + 0.15) = 

4.4 mg/day 

・成人男性体位基準値（18～29 歳）か

ら： 

5 x (41.3/64.7)0.75 x (1 + 0.15) = 4.1 

mg/day 

・成人女性体位基準値（18～29 歳）か

ら： 

5 x (39.6/51.2)0.75 x (1 + 0.15) = 4.7 

mg/day 

 

引用可能なデータ，報告なし． 
*13 10～11 歳児の体位基準値 

 

・参考）国民栄養調査結果より，

パントテン酸摂取量は，7～14 歳，

男児：6.93 (mg/day)，女児：5.99

(mg/day)． 

12

～

14 

歳 

5.0 

(= 22.8 

μmol/day) 

 

成人の値

を平滑化 

1) AI0～5(月) から算出： 

AI3～5 = 3.9 mg/day x (46.6/6.4)
0.75 = 

18.2 mg/day 

2) 成人体位基準値から算出： 

・成人体位基準値（18～29 歳男女平均）

から： 

5 x (46.6*14/58.0)0.75 x (1 + 0.15) = 

4.9 mg/day 

・成人男性体位基準値（18～29 歳）か

ら： 

5 x (47.9/64.7)0.75 x (1 + 0.15) = 4.6 

mg/day 

・成人女性体位基準値（18～29 歳）か

ら： 

5 x (45.3/51.2)0.75 x (1 + 0.15) = 5.2 

mg/day 

 

引用可能なデータ，報告なし． 
*14 12～14 歳児の体位基準値 

 

・参考）国民栄養調査結果より，

パントテン酸摂取量は，7~14 歳，

男児：6.93 (mg/day)，女児：5.99

(mg/day)． 

15

～

17 

歳 

5.0 

(= 22.8 

μmol/day) 

 

成人の値

を平滑化 

1) AI0～5(月) から算出： 

AI3～5 = 3.9 mg/day x (55.6/6.4)
0.75 = 

21.0 mg/day 

2) 成人体位基準値から算出： 

・成人体位基準値（18～29 歳男女平均）

から： 

 5 x (55.6*15/58.0)0.75 x (1 + 0.15)= 

5.6 mg/day 

（5 x (55.6*15/58.0)0.75 = 4.8 mg/day）

・成人男性体位基準値（18～29 歳）か

ら： 

 5 x (59.8*13/64.7)0.75 x (1 + 0.15) = 

Eissenstat ら 16) (1986)，米国人

PaA 摂取量， 

・14～19 歳の女子，平均 16.1±1.7

歳(n=32)：4.1±1.2 mg/day， 

・13～17 歳の男性，平均 15.2±1.3

歳 (n=25)：6.3 ±2.1 mg/d． 
*15 15～17 歳児の体位基準値 

 

・参考）国民栄養調査結果より，

パントテン酸摂取量は，15～19

歳，男児：7.07 (mg/day)，女児：
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5.4 mg/day 

・成人女性体位基準値（18～29 歳）か

ら： 

 5 x (51.4*13/51.2)0.75 = 5.0 mg/day

5.60 (mg/day)． 

18

～

29 

歳 

5.0 

(= 22.8 

μmol/day) 

 

成人におけるパントテン酸摂取量は

概ね 5 mg/day である（表 1参照）．

パントテン酸摂取量 

1) Kimura ら 17) (2003)，日本人女

性 20.9±2.1 歳，食事調査：

4.6±1.4 mg/day 

2) Fox ら 23) (1961)， 

米国人女性（18～24 歳，n=8）通

常食：6.7±2.1 mg/day，尿中パン

トテン酸排泄量：3～4 mg/d 

3) Lewis ら 28) (1980)，米国人女

性（19～25 歳，n=13）：4.8±2.5 

mg/day. 

4) 参考：国民栄養調査結果より，

パントテン酸摂取量は，20~29 歳，

男性：5.84 (mg/day)，女性：5.03

(mg/day)． 

30

～

49 

歳 

5.0 

(= 22.8 

μmol/day) 

 

成人におけるパントテン酸摂取量は

概ね 5 mg/day である（表 1参照）．

1) 小柳ら 29) (1967)， 

1962 年春に調査．日本人男性（岩

手県）パントテン酸摂取量は，畑

地区 4.7 mg/day，水田地区 3.0 

mg/day． 

2) Denko ら 20) (1947)，米国人男

性パントテン酸摂取量 (n=7) 平

均 4.7mg/day． 

3) Bull ら 30) (1982)， 

英国通常食におけるパントテン酸

摂取量：5.1 mg/day． 

4) 参考：国民栄養調査結果より，

パントテン酸摂取量は，30~39 歳，

男性：6.00 (mg/day)，女性：5.00

(mg/day)． 

5) 参考：国民栄養調査結果より，

パントテン酸摂取量は，40~49 歳，

男性：5.93 (mg/day)，女性：5.25

(mg/day)． 

50

～

69 

歳 

5.0 

(= 22.8 

μmol/day) 

成人におけるパントテン酸摂取量は

概ね 5 mg/day である． 

・Srinivasan ら 24) (1981)， 

米国人（平均年齢 65 歳）のパント

テン酸摂取量：5.8±0.2 mg /day

(n=48)． 

・参考：国民栄養調査結果より，

パントテン酸摂取量は，50~59 歳，

男性：6.31 (mg/day)，女性：5.81

(mg/day)． 

・参考：国民栄養調査結果より，

パントテン酸摂取量は，60~69 歳，

男性：6.51 (mg/day)，女性：5.77

(mg/day)． 
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70 

歳 

以

上 

5.0 

(= 22.8 

μmol/day) 

 ・Wlah ら 25) (1981)， 

米国ユタ州老人ホームの食事中平

均パントテン酸含量：3.8 mg/day．

・参考：国民栄養調査結果より，

パントテン酸摂取量は，70 歳以

上，男性：5.58 (mg/day)，女性：

5.16 (mg/day)． 

妊

婦 

 

(付加量) 

+ 1.0 

授

乳

婦 

(付加量) 

+ 2.0 

妊娠期，授乳期にパントテン酸摂取量

が増加していることから付加量をそ

れぞれ 1 mg，2 mg とした． 

Song ら 31) (1985)，米国人女性 

妊婦: 5.3±1.7 mg/day (n=26)．

授乳婦: 5.9±2.0 mg/day (n=46)．

普 通 女 性 : 4.8±1.6 mg/day

(n=47)． 
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表 7．脂質所要量 

年齢（歳） 
脂肪エネルギー比

率(%) 

生活活動強度III（適度）

のエネルギー所要量の

概数 

脂肪摂取量(g) 

下限値の数（脂肪のエ

ネルギーを 9 kcal/と

仮定して） 

0～(月) 45 750 kcal 33 g 

6～(月) 30～40 850  28 g 

1～2 25～30 1,200 33 g 

3～5 25～30 1,550 43 g 

6～8 25～30 1,900 53 g 

9～11 25～30 2,250 63 g 

12～14 25～30 2,550 71 g 

15～17 25～30 2,750 76 g 

18～29 20～25 2,650 59 g 

30～49 20～25 2,550 57 g 

50～69 20～25 2,300 51 g 

70 以上 20～25 2,050 46 g 
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表 8．パントテン酸（分子量 219.24）の DRI を求めるための種々の計算方法のまとめ 

 

年齢 
A 

(mg/day)

B 

(mg/day)

C 

(mg/day)

D 

(mg/day)

E 

(mg/day) 

F 

(mg/day)

0～（月）男 1.87 3.90 1.15 0.89 1.8 3.9 

     女   1.37 1.30   

6～（月）男 2.33 4.86 1.42 1.11 2.0 4.0 

     女   1.69 1.30   

1～2  男 2.99 6.24 1.78 1.43 2.4 4.0 

     女   2.12 1.67   

3～5 男 4.03 8.39 2.32 1.92 3.0 4.0 

       女   2.77 2.25   

6～7 男 4.77 9.86 2.43 2.26 3.0 4.0 

       女 4.81 10.02 2.86 3.09   

8～9 男 6.18 12.87 3.20 2.94 3.0/4.0 4.0 

       女 6.09 12.68 3.74 3.40   

10～11 男 7.82 16.29 4.10 3.73 4.0 4.0 

         女 7.58 15.79 4.74 4.23   

12～14  男 8.72 18.17 4.59 4.16 4.0 5.0 

         女 8.32 17.34 5.25 4.64   

15～17 男 10.06 20.96 5.42 4.79 4.0 5.0 

         女 8.96 18.68 5.02 5.00   

18～29 男 10.49 21.86 5.00 5.00 5.0 5.0 

         女 8.96 18.67 5.00 5.00   

30～49 男 10.55 21.98 5.13 5.78 5.0 5.0 

         女 9.09 18.94 5.22 5.07   

50～69 男 10.01 20.86 4.87 4.77 5.0 5.0 

         女 8.87 18.48 5.19 4.95   

70～   男 9.42 19.61 4.53 4.49 5.0 5.0 

        女 8.26 17.22 4.82 4.61   

妊婦(付加量) - - - - +1.0 ＋1.0 

授乳婦 

(付加量) 
- - - - +2.0 ＋2.0 

 

 

A : 人乳中パントテン酸含量 0.24 mg/100 ml の値を使用．乳児 (0～) AI 値 (1.872 mg/day) 

を体表面積当たりの値に換算した値 (5.707mg/m2/day) に対象年齢区分の体表面積をかけ

た値 

B ：人乳中パントテン酸含量 0.50 mg/100 ml の値を使用．乳児 (0～) AI 値 (3.9 mg/day) を

体表面積当たりの値に換算した値(11.889mg/m2/day)に対象年齢区分の体表面積をかけた

値 

C ：AI (対象年齢区分)=AI (18-29 歳)×(対象年齢区分の体重/18-29 歳の体重）^0.75×(1+成

長因子) 

D ：AI (対象年齢区分)=AI (18-29 歳)×(対象年齢区分の体重^0.425×対象年齢区分の身長

^0.725×75.05)/(18-29 歳の体重^0.425×18-29 歳の身長^0.725×75.05) 
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E ：第６次改定採用数値 

F ：第７次改定に採用する数値 


